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A) 使用細菌:病原性葡萄状球菌 S. aureus KA TO および大腸菌 E. coli MT のいずれも増殖
jWJ のものを用いた口
B) 材料 1 )a) 健常堆性家兎の肝，牌，骨髄のホモヂネート，糸粒休両分抽出液の抗菌能を検索す
る。 II )腹腔前出食細胞のホモヂネー卜および糸粒体阿分抽出液の抗菌作用を各種条件下で検索する
a) マロン酸 I)[L';!;. : 1596マロン酸ソーダ 8ml 7 日間連続注射， b)DNP 阻害: 0.2汚 2.4 D N P 
10ml 10 日間連続静注， c) 飢餓: 21 日間絶食，毎日食塩水20m1 注射， d) 潟血反応:体重kg 当り
20m1 前血し 4 日目に高度の網赤血球反応を来たしたもの， e) 炎症反応:皐丸内に S. aureus 1. 5 
X 107伺接積し 3 ないし 4 日目に白血球数 2 万以上に反応したもの ， f) 死菌免疫: S. aureus 死菌を
FREUND のアジュパントと混合筋注し， 凝集反応， 電気泳動法により血清抗体価の上昇を認めた
ものO
C) 方法 1 )腹腔食細胞の採取法:腹腔より WEISBERGER に準じて頼粒球を， CHASE に準
じて大食球を採取した。 ll) 解糖・呼吸の測定: WARBURG 検圧計を用いて測定した。llI)食食能
:食細胞106 個と S. aureus 107 伺を生理的食塩水中で 37 0C 30分間振資癖置し，その塗抹染色標本
-284 一
を作成，食菌納胞比率で表わした o lV)抗菌能の測定: FISHMAN !と準じて行なった口すなわち
ATP 添加庶糖液に細胞を前浮し， SCHNEIDER の方法によりホモヂネート，核，糸粒体，マイク
ロソームおよび、上!FJ に分間し，超背波を用いて各回分抽出液を作成した。一定量の抽出液と既知量の





DNP ~_[じ1i=では解糖の低下をみた口また貧食能は飢餓群で最も f尽く，マロン酸阻害， DNP 阻害群
で料度の低下を示した口

































先ず各種組織細胞の黄色葡萄状球菌にする抗菌作用を Fishman に洋z じ糸粒体回分抽出液について
測定し，肝，牌，骨髄の!唄に強く，炎症頼粒球髄および腹腔併出大食球に更に強く，頼粒球に最も強
いことを認めた。次にマロン酸および 2.4 Dinitrophenol (DNP) 阻害並び、に飢餓条件下で家兎頼粒
球の抗菌能を検索し， それぞれエネノレギ一代謝低下町:には貧食能と共に抗菌能も低下し， 乙れに反
し，代謝の克進する炎症条件下では食食能の克進とともに抗菌能が増強することを示した。
この炎症駅粒f求の強い抗菌作用は血fFJ抗体価と関係なく，炎症早期に出現する幼若頼粒球の存在に
某づくことを死菌接種群との比較で指摘した。更に大腸菌に対する抗菌能は頼粒球より大食球に強い
ことを認めた。
以上の成績より葡萄状球菌に対ーする感染防禦には頼粒球が主役を演じ，この際その抗菌能はエネノレ
ギー活性と密接に関連すると推測した。この事実は代謝異常疾患および無如、粒球性疾患で感染症の起
こり易いことの一面の根拠を与えるもので，吏に炎症時出現する幼若頼粒球の生体防衛上の意義を抗
菌能の面より一層明確にし得た点で価値ある研究と考える。
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